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かぐや衛星UPI-TEXによる太陽風動圧変化時における酸素イオン散逸への考察
Spatio-temporal of the O+ outflow caused by enhancement of the solar wind dynamic
pressure : KAGUYA UPI-TEX observation
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地球周辺の酸素イオンは，1980年以降の衛星観測により多量に極域の電離圏から磁気圏へ散逸されていることが観測
された．しかしながら，酸素イオンが，いつ，どの程度の量，散逸されているかは明らかになっていない．本研究では，
月周回衛星かぐや（SELENE）に搭載されている極端紫外光望遠鏡（UPI-TEX）を用いて，太陽風動圧の増大に伴って地
球周辺で発生する酸素イオン散逸について考察する．観測から得られたO+散乱光の空間分布に，磁場モデルをマッピン
グし，閉じた磁力線内と開いた磁力線上のO+散乱光の時間変化を各々見積もった．結果より，太陽風動圧の増大に伴っ
てO+が散逸していることが確認できた．さらに，閉じた磁力線内では，その後もO+の増加がたびたび起こっており，そ
れらはオーロラ活動と相関があることが分かった．
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